
地域に育つ子どもの未来へつなぐ、2つの運動会 
校長 埴岡 靖司  

「ふるさとを強くもっている人は、いくらでも遠くに行ける。」 

サクラダ・ファミリアで唯一の日本人彫刻家の外尾悦郎さんの言葉です。先日、外尾さんのふ

るさとの福岡市での講演会での第一声です。この言葉は、私に「ひとり一人の自信や誇りを育て

てくれる場所がふるさとである。」という思いを抱かせてくれました。 

今年も、2 つの運動会が終わりました。この運動会を通しての保護者と地域のみなさんからい

ただく声援を通して、あらためて梅原をふるさとにもつ子どもがうらやましいと感じました。 

小学校の運動会は、2つの「大きなチェンジ」をしました。 

ひとつは、保護者と地域のみなさんと楽しめる時間をもつことです。学校の運動会の中で、大

人と一緒に競技をしたことに、私は価値があると考えています。「こっちに来て～」との子どもの

声は、大人に期待する声だと感じるとともに、子どもの声に応えてくださった大人の姿に、心が奪

われました。 

もう一つは、全校演技です。今年度は、全員で

同じことに取り組むことを、大切にしています。こ

れまで、「全校こども会議」や「全校読み聞か

せ」、「全校こままわし大会」などを行いました。年

齢も育った環境も違う集まりの中で、互いに思

いやりの心をもちながら取り組むことは、自分自

身を大切にする心につながると考えています。はっぴをもっている5，6年生。着用して踊りたい

けれど、1年生から4年生は、はっぴがありません。全校演技を進めるに当たり、「全校ではっぴ

を着て踊りたい。」という願いが生まれました。この願いを、何人もの子どもが相談に来てくれ、

理由や思いを話してもらいました。子ども自身が、自分の力で大人と相談し、方法を見つけ出し

て、願いを実現する素敵な活動にもなりました。 

 市民運動会では、新たな競技である未就学児の徒競走で、ゴールで待ち受けて景品を渡す小

学生の活躍する姿がありました。できることを見つけて活躍するする姿が、とても素敵でした。 

2 つの運動会は、地域で育つ子どもを、未来につなぐ素敵なきっかけでした。素敵な姿を、あ

りがとうございました。 
 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪お礼とお知らせ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

梅原小学校資源回収に、ご協力をありがとうございました。 
あいにくの小雨の中でしたが、資源回収を行いました。ご協力をありがとうございました。はっきりしな

い天候でしたので、資源回収を行っているかどうかがわからない状況で、ご迷惑をおかけしました。 

なお、学校では、アルミ缶については、校舎西側に袋を準備しています。また、ダンボールや新聞紙、雑

紙、古着等は、体育館に保管場所がありますので、学校にもってきていただければ、職員でお預かりをし

ますので、学校にお声がけください。 

ゆう友ふれあいフェスタ２０２５を、開催します。（11月16日（日）） 

ゆう友ふれあいフェスタ２０２５を開催します。詳しくは、パンフレットをご覧ください。今回新しく、地域

会議の時間を設けます。未来の梅原について、参加のみなさんと語りあう時間を設けます。地域の皆様の

参加をお待ちしています。 
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